
大項目 評点 評点 学校関係者評価・意見

Ⅰ　教育理念
　　目的・目標

2.50 2.83

〇自己評価について支持する。

〇教育理念・目的は目標との整
合性はとれている。

〇ディプロマポリシーの達成度の
評価に、ルーブリックを次年度は
導入していただきたい。

〇コロナ禍において保護者会の
開催は、学生が18歳以上であるこ
とから必ずしも求められるものでは
なく、配布資料等により説明責任
が果たされていれば良いと考え
る。

〇自己評価について支持する。

〇学習進度についてカリキュラム
ツリーを作成し使用されているが、
表がやや複雑化しているため学
生が理解できるように説明し理解
が深まるよう努めてほしい。

〇各教員の研修、学会参加、研
究発表と専門性の向上を図るた
めの自己研鑽が行われている。
勤務環境を調整しながら今後もよ
り一層努めていただきたい。

概要・今後の課題
〇ＪＣＨＯの地域医療・地域包括ケアの要となる人材育成の方針
に基づいた教育理念・目的を見直し、学生便覧、学習要項、実
習要項、HPなどに明記している。
また、ディプロマポリシーも教育理念、目的と整合性があることを
確認している。今の社会のニーズ、JCHO理念から考えても問題
ないと思われる。

〇教育目的、ディプロマポリシーにおいての学生の到達度を中
長期目標から、評価することができていない。ルーブリック評価
として次年度行うことを課題としたい。

〇年度初めのオリエンテーションで教育理念・教育目標、学習
内容を学生たちに説明し、周知を図っている。しかし、保護者会
がコロナ禍により実施できていないため、保護者に周知されて
いるとは言えない。そのため、今後対面もしくはオンラインなど活
用し保護者会を開催し、説明し、周知してもらう。

〇専任教員は専門領域をもち、研修や学会参加、大学院への
進学、研究発表などを行い、専門性を高めている。
附属病院からは専門看護師、認定看護師等スペシャリストの看
護師に講師として授業を依頼し、協力をいただいている。
今後も各教員が専門性を発揮し、教育力を高められるよう、研
修および学会参加等の自己研鑽を推奨し、計画的に行えるよう
勤務等を調整する必要がある。

2.87

Ⅱ　教育課程

2.87

【機密性2】　　　　　　　　　　　　令和３年度　自己評価および学校関係者評価

１．学校関係者評価　総評

自己評価に関してはおおむね支持。教育理念・目的・ディプロマポリシーは整合性がとれている。臨地実習においては、実習指導者と
教員の連携により、コロナ禍であっても学生の実習環境が確保され質の高い臨地実習が提供できている。ディプロマポリシーの達成度
の評価にルーブリックの使用を示唆されていたが実施できなかったことは残念。次年度に期待する。コロナ対応のための施設整備を進
められ、大学や専門教員による遠隔授業などの取り組みもなされ教育環境を確保されたことは評価できる。今後ともよりよい教育環境
を提供し閉校までの質の高い教育に努めてほしい。国家試験合格率100％ 、神戸中央病院の就職率70％、JCHO病院への就職率
80％の目標値を下回ったため、令和４年度は国家試験全員合格、神戸中央病院の就職率を70％以上、JCHO病院全体の就職率を
80％以上確保することが課題である。

２．自己評価　総評

　ＪＣＨＯの地域医療・地域包括ケアの要となる人材育成の方針に基づいた教育理念・目的・学習内容を見直し、学習要項、実習要項
に明記している。学習進度についてもカリキュラムツリーとして学習要項に明記している。令和3年度の見直しにより、一部看護学の構
築を変更した。また、令和3年度より電子テキストを用いていることや、コロナ禍に対応するためにICT教育を強化したことにより、「情報リ
テラシー」の特別授業を入れるなど教育内容も充実させた。
　令和3年度の課題はディプロマポリシーの達成度をルーブリックで明記し、評価することであったが、それが行えなかった。引き続き令
和4年度の課題とする。
　国家試験の合格率に関しては、既卒者1名含み32名中31名合格した。全国の国家試験の合格率は91.3％であり、本校は96.8％で
あった。全国平均よりは上回っているが、100％合格にはならなかった。令和4年度は既卒生を含めて100％合格とすることが学校の使
命である。
　卒業時の進路選択に対して、学生のやりたいこと、キャリアを含めた人生設計を相談に応じ進路指導をしている。その結果、JCHO神
戸中央病院への就職率は19名（61.3％）であった。また、JCHO病院就職率は21名（67.8％）にとどまり、「JCHO神戸中央病院の就職
率を70％以上確保」「JCHO病院全体の就職率を80％以上確保」ともに達成できなかった。JCHO病院附属の看護学校であるため、意
識をもって教員一丸となって関わる必要がある。
　教員の教育力を高めるために、研修や学会への参加、発表、地域貢献として臨地実習指導者講習会の講師派遣等積極的に行っ
た。

〇教育理念、育成する人材像、社会のニーズを踏まえた科目を
教員間で見直し、学習内容を検討した。

〇科目に関しては、指定規則に則った時間数で到達レベルを
到達目標、もしくは評価規準としてあげ、編成した。
　また、実施した教育課程を分野、領域別に評価し、その評価
結果をカリキュラム会議、教務会議で検討し、教育課程編成に
活用している。
精神看護学のカリキュラム構築を編成し直した。



〇臨地実習指導者と教員の連携
により、学生の実習環境は整備さ
れ質の高い臨地実習が提供でき
ている。

〇学生が情報管理の重要性を高
めるための工夫に加えて特別講
義を開催するなどの対応が継続さ
れており、評価できる。

〇自己評価について支持する。

3.00

〇附属病院での臨地実習評価を
指導者会議で共有し、次の指導
に生かせる工夫がされている。

Ⅳ　組織・管理
　　　運営

2.58 2.58

〇自己評価について支持する。

〇施設整備によりインターネット環
境を整えオンライン授業を導入す
るなど教育環境の改善に努めたこ
とは評価できる。

Ⅴ 入学

Ⅵ　卒業・就業・
　　進学

2.67 2.67
〇自己評価について支持する。

〇附属の実習施設においては臨地実習指導者会議を年7回開
催し、学生の実習指導方法、実習環境、感染予防対策、倫理的
配慮についてなど、臨地実習指導者と教員がタイムリーにディス
カッションしている。
　しかし、実習の内容が病棟スタッフ全員に周知されていないこ
ともある。さらなる改善に努める。

〇令和2年度は学生の情報管理に対する意識を高めるために、
学生一人一人が電子カルテのID.PWを管理することにした。令
和3年度においては「情報リテラシー」の特別講義を開催し、情
報管理教育に力を入れた。今後も引き続き行う。

〇附属病院の臨地実習においては毎回実習が終了するごとに
実習の評価を行い、臨地実習指導者会議での結果を分析して
いる。外部実習の関しては、中間、最終に評価を行い、次年度
の実習指導に活かせるようにしている。

〇国家試験の合格率に関しては、31名中30名合格、昨年度の
既卒者1名中1名合格した。全国の国家試験の合格率は91.3％
であり、本校は96.8％であった。全国平均よりは上回っている
が、100％合格にはならなかった。次年度既卒生を含めて100％
合格とすることが学校の使命である。

〇本校は令和６年３月に閉校となる。それを含め、管理者は中
長期の将来像を提示しながら、学校運営の方針をカリキュラム
会議等で説明し、職員は周知している。

〇令和2年度よりCOVD-19 のため、オンライン授業導入にあた
り、学校内のインターネットの環境を整えた。また、国や兵庫県
の補助金、実習補完事業等を利用し、計画的に授業の目標到
達のために教材教具をレンタルおよび購入し整備した。
また、感染予防対策として、大教室を普段使用する教室をして
活用し、２つの教室を１学年が利用し、オンラインでつなぐなど、
感染予防対策として教室の活用法を工夫している。

〇学生の経済面においては事務担当より情報提供を行ってい
る。また、メンタルサポートとして、毎週金曜日にカウンセラーが
学生の相談にのっている。
　本校はチューター制をとっていることから、学生の学習面、生
活面の相談をチューター担当教員が受けている。
学習困難者に関しては、チューターおよび成績管理の担当教
員、科目担当教員等、何重にもサポートするシステムがある。

〇建物の老朽化も進んでいるが、閉校まで、学生が快適に学習
が受けられる学習環境を整える必要がある。

Ⅲ　教授・学習
　　　評価過程

3.0

〇授業に関しては、開講するまでに授業案を教務で検討してい
る。看護実践力の強化のために、基礎看護学、臨床看護の実
践の技術評価を「技術試験合格をもって筆記試験の合格基準
を認定する」こととした。
そのため、全員の学生が合格できるように、技術の評価規準、
ルーブリック評価表を活用し看護技術習得のために全教員が関
わった。

〇全教科科目終了時に学生授業評価を行い、教員もそれを受
けて担当授業を評価し、次の授業に活かしている。
テスト結果に対してデータ化し、運営会議、カリキュラム会議で
分析し評価している。
授業評価の課題を次年度にどのようにつなげていくのか、成績
管理担当教員や領域別教員で検討して、講師とも話合い、次の
授業に活かしている。

Ⅱ　教育課程



Ⅶ　地域社会
　貢献/国際交
流

2.33 2.33

〇自己評価について支持する。

〇コロナ禍で地域ボランティア活
動も工夫しながら実施できてい
る。学内の感染対策を徹底したう
えで施設の貸し出し、公開講座の
開催など実施に向けて検討がさ
れるとよいと思われる。

Ⅷ　教職員の
　　　育成

3.0 3.0

〇自己評価について支持する。

〇今年度様々な研修会、学会等
参加の機会を調整し自己研鑽に
努められその後の授業や教育方
法の在り方等の検討・共有の場と
して活用できたことは評価できる。

Ⅸ　法令等の
　　遵守

3.0 3.0 〇自己評価について支持する。

Ⅹ　その他

〇地域住民を対象として学校祭等を行っていたが、COVID-19
のためはできていない。
「ナイチンゲール生誕記念祭」では老健施設での清掃活動や、
地域清掃、献血活動等のボランティア活動を行っている。また、
老健施設や院内保育園へのクリスマス会（今年度はICT活用）を
行っている。
コロナ禍ではあるが、今後とも地域との交流を持ち、積極的に協
力関係を得ることが必要である。
〇兵庫県実習指導者講習会への教員の講師派遣等を行って
いる。

〇兵庫県看護学校協議会および看護協会、日本看護学教育
学会等、年間の研修、学会の計画に基づいて、適時職員には
研修や学会に参加してもらった。
また、研究課題を各々の教員が持ち、取り組んでいる。
研究成果を母性衛生学会で1名が発表した。

〇兵庫県の臨地実習指導者講習会の講師として２名の教員が
派遣され、教育力を高めている。
また、病院の臨床実習指導者会議や、教育委員会で新実習指
導者対象の授業を行った。

〇演習や実習補完のためのシミュレーション教育等でお互いの
授業を公開したり、他教員の協力を得、ぞれぞれの能力を高め
あう場を設けた。

〇「オンライン授業の工夫について」兵庫県の看護学校協議会
主催の研修で代表校として発表することもでき、ご意見、アドバ
イスをいただき、さまざまな学びや示唆を得た。

〇ハラスメント防止のガイドラインを運用している。

〇卒業時の進路選択に対して相談に応じている。学生のやりた
いこと、キャリアを含めた人生設計をともに考えている。
その結果今年度は31名の学生の就職はJCHO神戸中央病院
20名（うち1名国家試験不合格）、JCHO中京病院1名、JCHO福
井勝山1名、兵庫県立病院4名、神戸大学病院1名であった。
進学者は（助産師）は2名であった。（JCHO大阪病院、JCHO中
京病院に内定が決定していたが、1名は就職辞退。1名は奨学
金の貸与を受け進学。）

Ⅵ　卒業・就業・
　　進学 〇就職保留の学生が2名いた。（JCHO神戸中央病院に内定し

ていた1名が病気療養のため辞退し、療養後の就職。1名出産）
以上のことより、JCHO神戸中央病院への就職率は61.3％であ
る。また、JCHO病院就職率は67.8％にとどまり、「JCHO神戸中
央病院の就職率を70％以上確保」「JCHO病院全体の就職率を
80％以上確保」ともに達成できなかった。
　JCHO病院附属の看護学校であるため、意識をもって教員一
丸となって関わる必要がある。

〇国家試験全員合格、神戸中央
病院、JCHO病院就職率の目標
達成に向けて取り組んでほしい。

〇卒業後のフォローアップ（就職
先での活動状況の把握）として、
就職後のホームカミングデイの開
催が期待される。

令和3年度自己評価・学校関係者評価

（０：当てはまらない　１：一部当てはまる　２：概ね当てはまる　３：十分当てはまる）
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